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設 立 趣 旨 書 

 

 

１ 趣 旨 

現代社会は過去になく科学技術が発達しましたが、自然災害、貧富の格差、少子高齢化などが

問題になっています。これらの問題に最先端の技術を応用することで解決の一助になることもあ

ります。しかしながら、国内外のすべての方に技術の恩恵が行き渡っているとはいえません。そ

こで、この法人は科学技術を応用した事業を広く行い、生活の向上、安全性の確保などに寄与す

ることを目的とし、設立します。 

設立メンバーは、国内外で活躍している工学、農学、情報科学の官民の研究者や技術者である

ため、活動内容は国内外において生活基盤の確立を助ける事業を対象とします。工学では地震時

の液状化に強い宅地調査や堤防の安全性の提言、農学では開発途上国での農業生産システムの改

善や農薬の高効率利用の提案、情報科学では放射能モニタリングシステムの個人利用やお年寄り

の生活の安全性を向上させるシステム、主に途上国での低価格 IT 機器利用による生活改善などを

具体的な事業分野として開始します。 

そこで、多くの方の信用を得て組織的に活動できる特定非営利活動法人格を取得し、さまざま

な活動を行うことで、生活の向上に寄与していきたいと考えています。 

 

２ 申請に至るまでの経過 

 

平成 14 年 5 月～ 海外途上国における社会資本整備状況の調査を行う。その後、数カ国におい

て同様の調査を実施する。 

平成 23 年 3 月 宮城県へ東日本大震災の津波による被災調査を行う。 

平成 24 年 2 月 福島県の原子力発電所事故での利用のための放射線量モニタリング装置を開発

する 

平成 24 年 7 月 一人暮らし老人のみまもりシステムを開発する 

平成 24 年 8 月 特定非営利活動法人設立の検討を始める。 

平成 24 年 11 月 設立総会を開催。 

 

 

 

 

年  月  日 

 

特定非営利活動法人ピーステクノロジー 

設立代表者  住所又は居所 福岡県大野城市中央２丁目５番２８号 

氏名    本田清臣         印  

 



 

 


